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小
中
学
校
の
金
融
教
育
に
つ
い
て

問
金
融
教
育
で
学
ぶ
内
容
は

答
小
学
校
で
は
、
お
金
の
役
割
や
計
画

的
な
買
い
方
、
銀
行
の
役
割
、
カ
ー
ド
の

利
便
性
と
リ
ス
ク
、
消
費
者
ト
ラ
ブ
ル
の

回
避
、
家
計
管
理
な
ど
を
学
び
、
中
学
校

で
は
、
経
済
の
仕
組
み
、
カ
ー
ド
や
ロ
ー

ン
の
仕
組
み
、
生
活
設
計
な
ど
を
学
び
ま

す
。

問
ど
の
授
業
で
学
ぶ
の
か

答
小
学
校
で
は
、主
に
社
会
科
、家
庭
科
、

道
徳
な
ど
で
学
び
、
中
学
校
で
は
、
社
会

科
（
公
民
）
や
技
術
家
庭
科
を
中
心
に
、

教
科
横
断
的
に
学
び
ま
す
。

問
外
部
講
師
を
招
い
て
い
る
か

答
銀
行
や
証
券
会
社
に
よ
る
出
前
授
業

や
教
材
提
供
が
行
わ
れ
、
専
門
的
な
講
師

か
ら
金
融
の
仕
組
み
や
消
費
ト
ラ
ブ
ル
事

例
を
学
び
理
解
を
深
め
て
い
ま
す
。
ま
た

町
立
図
書
館
で
も
親
子
向
け
の
金
融
教
室

な
ど
を
開
催
し
て
い
ま
す
。

介
護
予
防
に「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」を

問
「
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
」
イ
ベ
ン
ト
の
開
催

を答
健
康
マ
ー
ジ
ャ
ン
は
、
脳
の
活
性
化

や
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
目
的
と
し
、

ね
ん
り
ん
ピ
ッ
ク
・
国
民
文
化
祭
な
ど
で

も
、
楽
し
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
本
町
の
介
護
予

防
等
の
イ
ベ
ン
ト
に
も
ブ
ー
ス
を
設
け
た

い
と
思
い
ま
す
。

　
ま
た
本
町
の
介
護
予
防
事
業
の
取
組
に

高
齢
者
が
誰
で
も
参
加
す
る
事
が
で
き
る

「
通
い
の
場
」
の
活
動
支
援
が
あ
り
ま
す
。

全
国
で
は「
通
い
の
場
」で
健
康
マ
ー
ジ
ャ

ン
を
取
り
入
れ
て
い
る
例
も
あ
り
、
本
町

で
も
、
希
望
が
あ
れ
ば
「
通
い
の
場
」
と

し
て
の
活
動
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

再
問
相
談
窓
口
は

答
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
で
「
通
い

の
場
」
の
立
ち
上
げ
や
専
門
家
と
の
連
携

支
援
を
行
っ
て
お
り
、
支
援
内
容
は
、
住

民
主
体
の
活
動
の
た
め
、
支
援
も
活
動
に

沿
っ
た
も
の
で
、
活
動
拠
点
の
検
討
、
確

保
や
整
備
、
参
加
の
勧
奨
な
ど
を
行
っ
て

き
ま
し
た
。

再
問
「
通
い
の
場
」
と
は

答
「
通
い
の
場
」
と
は
、
誰
で
も
参
加

す
る
こ
と
の
出
来
る
住
民
主
体
の
介
護
予

防
活
動
の
場
で
、
現
在
５
つ
の
団
体
が
自

治
セ
ン
タ
ー
な
ど
で
、
い
き
い
き
百
歳
体

操
や
手
芸
な
ど
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
ま
た
町
保
健
師
が
健
康
相
談
や
フ
レ
イ

ル
予
防
等
の
健
康
教
育
事
業
も
実
施
し
て

い
ま
す
。

板東　絹代 議員
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町政に対する一般質問

小
中
学
校
の
登
下
校
時
の
安
全
対

策
に
つ
い
て

問
通
学
路
の
安
全
点
検
の
実
施
は

答
学
校
が
定
期
的
に
通
学
路
を
巡
回
し
、

小
学
校
で
は
、
保
護
者
に
も
安
全
確
認
を

依
頼
、
注
意
箇
所
の
把
握
に
努
め
て
い
ま

す
。
ま
た
警
察
や
道
路
管
理
者
等
と
合
同

点
検
を
行
う
と
と
も
に
、
交
通
量
の
多
い

交
差
点
に
は
登
校
時
に
交
通
指
導
員
を
配

置
し
て
い
ま
す
。

問
不
審
者
対
策
は

答
防
犯
教
室
や
不
審
者
対
応
訓
練
な
ど

を
実
施
し
、
自
ら
危
険
を
回
避
す
る
力
の

育
成
を
行
う
と
と
も
に
、
集
団
登
下
校
を

推
奨
し
、
一
人
に
な
ら
な
い
環
境
づ
く
り

に
努
め
て
い
ま
す
。
更
に
、
下
校
時
の
安

全
パ
ト
ロ
ー
ル
や
青
少
年
育
成
セ
ン
タ
ー

に
よ
る
見
守
り
活
動
も
強
化
し
て
い
ま

す
。

問
災
害
時
の
避
難
場
所
の
周
知
は

答
地
震
・
大
雨
を
想
定
し
、
避
難
行
動

を
明
確
に
し
た
避
難
訓
練
を
実
施
し
、
自

ら
が
安
全
確
保
行
動
が
と
れ
る
指
導
を
し

て
お
り
、
小
学
校
で
は
、
保
護
者
に
対
し

て
登
下
校
時
の
対
応
と
避
難
場
所
の
周
知

を
し
て
い
ま
す
。

問
交
通
安
全
教
育
の
実
施
は

答
交
通
読
本
で
の
教
育
や
警
察
等
と
連

携
し
た
交
通
安
全
教
室
で
自
己
判
断
力
の

育
成
に
努
め
て
お
り
ま
す
。中
学
校
で
は
、

自
転
車
事
故
は
加
害
者
と
な
り
賠
償
責
任

を
負
う
可
能
性
も
含
め
指
導
し
て
い
ま

す
。

新
規
就
農
者
の
確
保
と
育
成
に
つ

い
て

問
具
体
的
な
支
援
状
況
は

答
補
助
金
に
よ
る
支
援
と
営
農
活
動
に

関
す
る
支
援
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

補
助
金
に
つ
い
て
は
、
国
の
要
件
を
満

た
し
、
青
年
等
就
農
計
画
の
認
定
を
町
か

ら
受
け
た
認
定
新
規
就
農
者
に
対
し
経
営

開
始
資
金
を
年
間
１
５
０
万
円（
最
長
３

年
）、経
営
発
展
支
援
事
業
補
助
金
と
し
て
、

農
業
用
機
械
等
の
購
入
費
の
４
分
の
３
、

上
限
７
５
０
万
円
を
補
助
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
認
定
新
規
就
農
者
は
、
無
利
子

の
青
年
等
就
農
資
金
の
融
資
を
受
け
る
こ

と
も
可
能
で
、
対
象
者
に
は
、
案
内
を
し

て
い
ま
す
。

　

営
農
活
動
に
関
す
る
支
援
と
し
て
は
、

農
業
支
援
セ
ン
タ
ー
や
農
協
な
ど
の
農
業

に
関
す
る
知
見
や
技
術
的
な
ノ
ウ
ハ
ウ
を

持
っ
た
方
と
、
定
期
的
に
新
規
就
農
者
を

訪
問
し
、
就
農
状
況
の
確
認
や
悩
み
を
共

有
し
ア
ド
バ
イ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

問
新
聞
報
道
の
あ
っ
た
認
知
症
へ
の
Ａ
Ｉ

活
用
を
導
入
す
る
考
え
は

答
新
聞
で
報
道
さ
れ
た
「
Ｐ
ｉ
ｔ
ａ
（
ピ

タ
）
ス
ク
リ
ー
ニ
ン
グ
」
は
、
昨
年
発

表
さ
れ
た
新
し
い
機
器
で
、
額
に
パ
ッ

チ
を
貼
り
脳
波
を
計
測
、
Ａ
Ｉ
解
析
で
、

軽
度
認
知
障
害
（
Ｍ
Ｃ
Ｉ
）・
認
知
症
に

関
連
す
る
と
さ
れ
る
脳
活
動
の
状
態
を

検
査
で
き
る
も
の
で
す
。

　

新
聞
で
紹
介
さ
れ
た
事
業
所
に
利
用

の
状
況
を
尋
ね
た
と
こ
ろ
、
現
在
大
学

と
共
同
研
究
を
行
っ
て
お
り
、
こ
の
機

器
を
活
用
し
認
知
症
の
兆
候
、
軽
度
認

知
障
害
が
疑
わ
れ
る
場
合
に
は
、
大
学

が
監
修
し
た
予
防
改
善
プ
ロ
グ
ラ
ム
を

実
施
し
、
そ
の
効
果
を
検
証
・
研
究
中

で
あ
る
と
の
回
答
で
し
た
。

　

負
担
の
な
い
方
法
で
短
時
間
に
計
測

で
き
る
機
器
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
早

期
認
知
症
予
防
対
策
に
効
果
が
あ
る
と

思
わ
れ
ま
す
が
、
本
町
の
導
入
に
つ
い

て
は
、
当
該
研
究
成
果
等
に
鑑
み
、
本

町
で
取
り
入
れ
た
場
合
の
対
象
人
数
や

費
用
な
ど
の
状
況
な
ど
か
ら
研
究
し
て

参
り
た
い
と
考
え
ま
す
。

野
焼
き
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
た
め
の

周
知
に
つ
い
て

問
野
焼
き
ト
ラ
ブ
ル
を
防
ぐ
に
は

答
野
外
で
廃
棄
物
を
焼
却
す
る
「
野
焼

き
」
は
、
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に

関
す
る
法
律
で
原
則
禁
止
さ
れ
て
い
ま

す
。

　

た
だ
し
、
同
法
施
行
令
に
よ
り
、
農

業
等
を
営
む
た
め
、
や
む
を
得
ず
行
う

農
業
残
渣
の
焼
却
等
は
、
禁
止
の
例
外

と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
煙
の
匂
い
等
、

周
辺
へ
の
配
慮
や
、
消
防
へ
の
届
出
を

怠
る
と
近
隣
ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
と
な
り

ま
す
。

　

農
業
残
渣
の
焼
却
を
行
う
場
合
は
、

事
前
に
板
野
東
部
消
防
組
合
へ
「
火
災

と
ま
ぎ
ら
わ
し
い
煙
又
は
火
災
を
発
す

る
お
そ
れ
の
あ
る
行
為
の
届
出
書
」
を

提
出
し
、
当
日
の
風
向
き
に
注
意
し
、

火
元
を
離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
等
、
周

辺
環
境
へ
の
配
慮
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

　

町
と
し
て
も
、
板
野
東
部
消
防
組
合

へ
の
届
出
書
の
提
出
、
ま
た
は
、
電
話

連
絡
、
当
日
の
周
辺
環
境
へ
の
配
慮
等

に
つ
い
て
防
災
行
政
無
線
、
広
報
誌
等

で
周
知
し
、
農
協
や
農
業
委
員
会
と
も

連
携
し
て
野
焼
き
ト
ラ
ブ
ル
の
防
止
に

努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

認
知
症
対
策
へ
の

Ａ
Ｉ
活
用
に
つ
い
て

立井　武雄 議員

金森恵美子 議員
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町政に対する一般質問

男
性
用
ト
イ
レ
の
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
に
つ
い
て

問
公
共
施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
設
置
す

る
こ
と
に
つ
い
て

答
性
の
多
様
性
へ
の
配
慮
や
、
が
ん
治

療
・
加
齢
等
に
よ
り
、
尿
漏
れ
パ
ッ
ド

を
使
用
さ
れ
る
男
性
が
増
え
て
い
る
こ

と
か
ら
、
近
年
、
自
治
体
庁
舎
や
公
共

施
設
の
男
性
用
ト
イ
レ
に
サ
ニ
タ
リ
ー

ボ
ッ
ク
ス
を
設
置
す
る
動
き
が
広
が
っ

て
い
ま
す
。

　

総
務
省
行
政
評
価
局
等
に
お
い
て
、

男
性
用
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置

を
推
進
す
る
た
め
の
情
報
収
集
が
行
わ

れ
、
そ
の
協
力
の
も
と
、
令
和
７
年
４

月
に
一
般
社
団
法
人
日
本
ト
イ
レ
協
会

が
、
そ
の
普
及
促
進
に
向
け
た
取
組
に

つ
い
て
整
理
し
た
「
男
性
用
ト
イ
レ
の

サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
設
置
に
関
す
る

留
意
点
」
を
公
表
し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
、
本
町
に
お
き

ま
し
て
は
、
現
在
、
男
性
用
ト
イ
レ
へ

の
サ
ニ
タ
リ
ー
ボ
ッ
ク
ス
の
設
置
は

行
っ
て
お
り
ま
せ
ん
が
、
設
置
の
必
要

性
が
認
め
ら
れ
る
こ
と
町
な
ど
の
公
共

施
設
に
設
置
す
る
こ
と
で
民
間
施
設
へ

の
波
及
効
果
が
期
待
で
き
る
こ
と
か
ら
、

ま
ず
は
役
場
庁
舎
及
び
保
健
相
談
セ
ン

タ
ー
な
ど
、
町
民
の
利
用
頻
度
の
高
い

公
共
施
設
か
ら
順
次
設
置
す
る
こ
と
と

い
た
し
ま
す
。

　

今
後
も
、
性
別
や
年
齢
、
身
体
状
況

に
か
か
わ
ら
ず
、
誰
も
が
快
適
に
利
用

で
き
る
公
共
施
設
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。

問
民
間
施
設
に
も
協
力
を
求
め
る
こ
と
に

つ
い
て

答
民
間
施
設
へ
協
力
を
求
め
る
こ
と
に

つ
き
ま
し
て
は
、
広
報
等
を
通
し
て
設

置
の
必
要
性
、
留
意
事
項
等
を
周
知
す

る
と
と
も
に
町
の
取
り
組
み
を
契
機
と

し
て
民
間
事
業
者
へ
の
広
が
り
を
期
待

し
た
い
と
思
い
ま
す
。

旧
吉
野
川
松
茂
防
災
ま
ち
づ
く
り

一
体
型
築
堤
事
業
の
進
捗
状
況
と

町
の
対
応
に
つ
い
て

問
進
捗
状
況
は

答
国
の
堤
防
整
備
事
業
は
、
左
岸
側
は
、

広
島
橋
下
流
か
ら
県
道
徳
島
空
港
線
ま

で
を
「
北
川
向
工
区
」、
県
道
か
ら
旧
吉

野
川
河
口
堰
ま
で
を
「
中
喜
来
工
区
」

の
２
つ
の
工
区
に
、
右
岸
側
は
、
広
島

橋
下
流
か
ら
堤
防
と
合
わ
せ
て
親
水
施

設
が
整
備
さ
れ
る
開
拓
用
水
樋
門
ま
で

を
「
広
島
工
区
」、
樋
門
か
ら
県
道
徳
島

空
港
線
ま
で
を
「
向
喜
来
１
工
区
」、
県

道
か
ら
旧
吉
野
川
河
口
堰
ま
で
を
「
向

喜
来
２
工
区
」
の
３
つ
の
工
区
に
分
け

て
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
５
つ
の
工
区

の
う
ち
用
地
買
収
に
着
手
し
て
い
る
工

区
は
３
工
区
あ
り
、「
北
川
向
工
区
」
の

進
捗
率
は
約
80
％
、「
広
島
工
区
」
の
進

捗
率
は
約
40
％
、「
向
喜
来
１
工
区
」
は
、

令
和
６
年
度
に
用
地
買
収
に
着
手
し
、

関
係
者
と
の
補
償
協
議
を
進
め
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

親
水
施
設
が
整
備
さ
れ
る
「
広
島
工

区
」
の
完
成
時
期
に
つ
い
て
は
、
堤
防

本
体
の
用
地
取
得
や
工
事
の
進
捗
に
よ

り
完
成
の
時
期
は
未
定
と
伺
っ
て
お
り

ま
す
が
、
早
期
完
成
に
向
け
て
尽
力
さ

れ
て
お
り
ま
す
。

問
町
と
し
て
ど
の
よ
う
に
推
進
し
て
い
く

の
か

答
水
害
か
ら
地
域
住
民
を
守
る
堤
防
整

備
は
、
町
に
と
っ
て
悲
願
で
す
。
こ
の

堤
防
整
備
は
施
工
延
長
も
長
く
、
用
地

を
含
む
関
係
者
も
多
く
い
る
こ
と
か
ら

も
、
町
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
国

と
の
連
携
を
強
化
し
、
個
々
の
課
題
整

理
を
調
整
し
な
が
ら
、
事
業
の
早
期
完

成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
堤
防
整
備
促
進
に
必
要
な
予

算
の
確
保
を
「
吉
野
川
改
修
促
進
協
力

会
」
な
ど
各
種
団
体
と
連
携
、
協
力
し
、

国
へ
の
要
望
活
動
に
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

サニタリー
ボックス

旧吉野川下流の様子

川田　　修 議員

村田　　茂 議員
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　令和８年第１回定例会において議決の結果、同意第１号、議案第４号～第 43 号の 40 件、
追加議案として同意第２号、発議第１号について、原案どおり可決しました。
●委員会付託案件以外で審査し、可決した議案

同意第１号 監査委員の選任について
議案第４号 モーターボート競走の施行について
議案第５号 喜来小学校空調改修工事請負契約締結について

●追加議案
同意第２号 教育委員会教育長の任命について
発議第１号 新工業団地特別委員会設置に関する決議

総
務
常
任
委
員
会

総
務
常
任
委
員
長

�

村
田
　
　
茂

議
案
第
６
号
「
松
茂
町
企
業
版
ふ
る
さ
と

納
税
基
金
の
設
置
、
管
理
及
び
処
分
に
関

す
る
条
例
」

　

令
和
８
年
度
以
降
の
事
業
に
活
用
す
る

た
め
、
新
た
に
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を

積
み
立
て
る
基
金
を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
７
号
「
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
国
の
法
改
正
に
あ
わ
せ
、
職
員
の
「
通

勤
手
当
」
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
８
号
「
特
別
職
の
職
員
で
常
勤

の
も
の
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

議
案
第
９
号
「
松
茂
町
議
会
議
員
の
期
末

手
当
支
給
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
こ
の
議
案
２
件
は
、
国
の
「
特
別
職
の

職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
」
が
令
和
7

年
12
月
24
日
に
改
正
さ
れ
た
こ
と
を
受
け
、

本
町
に
お
い
て
も
特
別
職
等
の
期
末
手
当

の
条
例
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
10
号
「
松
茂
町
会
計
年
度
任
用
職

員
の
給
与
及
び
費
用
弁
償
に
関
す
る
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
令
和
８
年
６
月
か
ら
令
和
９
年
12
月
ま

で
に
段
階
的
に
会
計
年
度
任
用
職
員
の
期

末
勤
勉
手
当
を
、
一
般
職
と
同
じ
率
と
な

る
よ
う
引
き
上
げ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
11
号
「
松
茂
町
職
員
等
の
旅
費
に

関
す
る
条
例
」

議
案
第
12
号
「
松
茂
町
議
会
議
員
の
議
員

報
酬
及
び
費
用
弁
償
等
に
関
す
る
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

こ
の
議
案
２
件
は
、「
国
家
公
務
員
等

の
旅
費
に
関
す
る
法
律
」
が
改
正
さ
れ
た

こ
と
に
伴
い
、
本
町
に
お
い
て
も
旅
費
の

改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
13
号
「
松
茂
町
各
種
委
員
会
委
員

等
の
報
酬
及
び
費
用
弁
償
支
給
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
旅
費
の
改
正
を
行
う
と
と
も
に
、
各
種

委
員
の
項
目
の
見
直
し
な
ど
を
行
う
も
の

で
す
。

議
案
第
14
号
「
松
茂
町
議
会
の
議
決
す
べ

き
事
件
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
」

　
総
合
計
画
及
び
国
土
利
用
計
画
が
、
法

に
よ
る
策
定
義
務
が
な
く
な
っ
て
お
り
令

和
７
年
度
で
計
画
期
間
が
満
了
す
る
た

め
、
条
例
改
正
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
15
号
「
松
茂
町
総
合
振
興
計
画
審

常任委員会・
特別委員会 委員長レポー

ト

議
会
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」

議
案
第
16
号
「
松
茂
町
地
方
版
総
合
戦
略

審
議
会
条
例
」

　
こ
の
議
案
２
件
は
、
令
和
７
年
度
で
計

画
期
間
が
満
了
す
る
総
合
計
画
を
総
合
戦

略
に
一
本
化
す
る
た
め
、
総
合
振
興
計
画

審
議
会
条
例
を
廃
止
し
、
地
方
版
総
合
戦

略
審
議
会
条
例
を
全
部
改
正
す
る
も
の
で

す
。

議
案
第
17
号
「
松
茂
町
国
民
健
康
保
険
税

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
等
の
改
正
に

伴
い
、
国
民
健
康
保
険
税
に
お
い
て
も
新

た
に
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
金
を
徴
収
す

る
こ
と
と
な
る
た
め
、
必
要
と
な
る
条
項

の
改
正
を
行
っ
た
も
の
で
す
。

※
主
な
質
疑
応
答

問
国
は
、
新
た
に
徴
収
す
る
「
子
ど
も・

子
育
て
支
援
金
」
は
、
ど
の
よ
う
な
政

策
に
使
わ
れ
る
の
で
す
か
。

答
国
が
進
め
る
少
子
化
対
策
の
財
源

と
さ
れ
、
児
童
手
当
の
拡
充
、
妊
婦

支
援
給
付
金
、
出
産
後
休
業
支
援
給

付
金
、
育
児
時
短
就
業
給
付
金
、
こ

ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
、
国
民
年
金

第
１
号
被
保
険
者
の
育
児
期
間
中
保

険
料
免
除
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援

特
例
公
債
の
償
還
金
な
ど
に
活
用
さ

れ
る
と
示
さ
れ
て
い
ま
す
。
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議
案
第
31
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
所
管
分
」

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
，1
0
5
万
5
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を 

79
億
5
，0
9
7
万
8
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
町
民
税
に
お
い

て
4
，8
7
0
万
円
、
普
通
交
付
税
に
お

い
て
5
，8
6
8
万
9
千
円
の
増
額
、

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
事
務
事
業
の
確
定

見
込
み
に
よ
り
生
じ
た
不
用
額
の
減
額
と

歳
入
の
増
額
に
よ
る
、
歳
入
歳
出
の
差
額

を
財
政
調
整
基
金
等
に
積
み
立
て
る
も
の

で
す
。
ま
た
繰
越
明
許
費
と
し
て
「
く
ら

し
応
援
商
品
券
事
業
」
1
億
5
，5

�
1
�5�

万
4
千
円
を
翌
年
度
に
繰
り
越
し
ま
す
。

産
業
建
設
常
任
委
員
会

産
業
建
設
常
任
委
員
長

�

　
鎌
田
　
寛
司

議
案
第
29
号「
町
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
」

　
開
発
行
為
に
よ
り
道
路
が
整
備
さ
れ
た

も
の
の
、
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
等
の

理
由
に
よ
り
、
町
道
認
定
が
な
さ
れ
な
い

　
公
営
企
業
の
独
立
採
算
の
趣
旨
に
沿
っ

て
運
営
で
き
る
よ
う
編
成
し
て
お
り
ま

す
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
耐
震
化
事
業

と
し
て
防
衛
省
の
補
助
を
受
け
「
徳
島
飛

行
場
周
辺
水
道
整
備
事
業
」
に
よ
り
、
配

水
管
の
布
設
替
え
を
行
い
ま
す
。

議
案
第
43
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
下
水

道
特
別
会
計
予
算
」

　
令
和
８
年
度
も
接
続
の
促
進
と
設
備
機

械
の
適
正
な
維
持
管
理
に
努
め
、
経
営
規

模
の
拡
大
を
図
れ
る
よ
う
編
成
を
し
て
い

ま
す
。
主
な
事
業
と
し
て
は
、
住
吉
開
拓

地
区
の
管
渠
整
備
を
行
う
こ
と
と
し
て
お

り
ま
す
。教

育
民
生
常
任
委
員
会

教
育
民
生
常
任
委
員
長

�

　
尾
野
　
浩
士

議
案
第
18
号
「
松
茂
町
印
鑑
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
」

　

引
用
す
る
法
律
の
一
部
改
正
に
伴
い
、

引
用
箇
所
の
号
ず
れ
に
つ
い
て
、
改
正
を

行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
19
号
「
松
茂
町
人
権
尊
重
の
ま
ち

づ
く
り
条
例
」

ま
ま
現
存
し
て
い
る
１
路
線
を
、
関
係
者

と
の
協
議
が
整
っ
た
た
め
、
新
た
に
町
道

認
定
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
30
号「
町
道
路
線
の
変
更
に
つ
い
て
」

　
既
存
の
町
道
の
付
け
替
え
道
路
の
整
備

に
伴
い
関
係
す
る
路
線
等
４
路
線
を
変
更

す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
31
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算
（
第
８
号
）
所
管
分
」

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
，1
0
5
万
5
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

79
億
5
，0
9
7
万
8
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
事
務
事
業
の
確

定
見
込
み
に
よ
る
国
県
支
出
金
の
補
正
を

行
い
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
同
じ
く
事

務
事
業
の
確
定
見
込
み
に
よ
り
予
算
の
増

減
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
繰
越
明
許
費

と
し
て
「
県
営
漁
港
関
係
事
業
」
等
、
３

事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
35
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
新
工

業
団
地
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
１
号
）」

　
繰
越
明
許
費
と
し
て
「
新
工
業
団
地
用

地
先
行
取
得
事
業
」
2
，5
0
0
万
円
を

計
上
す
る
も
の
で
す
。

議
案
第
40
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
長
原

渡
船
運
行
特
別
会
計
予
算
」

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

1
，6
0
1
万
7
千
円
と
す
る
も
の
で
、

令
和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
ま
し

て
、
約
8
％
の
増
額
予
算
と
な
っ
て
お
り

ま
す
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
人
件
費
の

増
額
に
よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
41
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
新
工

業
団
地
特
別
会
計
予
算
」

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

3
億
5
，0
2
9
万
1
千
円
と
す
る
も

の
で
、
団
地
造
成
に
必
要
な
測
量
設
計
業

務
等
の
計
上
に
よ
り
、
令
和
７
年
度
予
算

と
比
較
し
ま
す
と
、
約
8
9
6・6
％
の

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
42
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
水
道

特
別
会
計
予
算
」

※
主
な
質
疑
応
答

問
木
造
住
宅
の
耐
震
改
修
の
補
助
金

は
、
事
前
に
所
有
者
が
改
修
費
を
支
払

う
必
要
が
あ
る
の
で
す
か
。

答
役
場
か
ら
業
者
に
直
接
支
払
う
か
、

所
有
者
に
支
払
う
か
を
選
ん
で
い
た

だ
け
ま
す
。
耐
震
改
修
は
、
補
助
率

5
分
の
4
、
上
限
2
0
0
万
円
の
補

助
で
、
感
震
ブ
レ
ー
カ
ー
設
置
の
必

要
が
あ
り
ま
す
が
、
そ
れ
に
も
10
万

円
の
補
助
が
あ
り
、
最
大
2
1
0
万

円
の
補
助
金
と
な
り
ま
す
。

6
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す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
条
例
か
ら
当
該

施
設
を
削
除
す
る
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
31
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
補
正
予
算（
第
８
号
）所
管
分
」

　
既
定
の
歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
に
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
5
，1
0
5
万
5
千
円

を
追
加
し
、
補
正
後
の
予
算
の
総
額
を

79
億
5
，0
9
7
万
8
千
円
と
す
る
も

の
で
す
。

　
歳
入
の
主
な
も
の
は
、
事
務
事
業
の
確

定
見
込
み
に
よ
る
国
県
支
出
金
等
の
補
正

を
行
い
、
歳
出
の
主
な
も
の
は
、
同
じ
く

事
務
事
業
の
確
定
見
込
み
に
よ
り
予
算
の

増
減
を
行
う
も
の
で
す
。
ま
た
繰
越
明
許

費
と
し
て
「
戸
籍
附
票
シ
ス
テ
ム
改
修
事

業
」
等
、３
事
業
を
計
上
し
て
お
り
ま
す
。

議
案
第
32
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
国
民

健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
２

号
）」

議
案
第
33
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
介
護

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
４
号
）」

議
案
第
34
号
「
令
和
７
年
度
松
茂
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予
算（
第
５

号
）」

　
こ
れ
ら
議
案
３
件
の
補
正
は
、
事
務
事

業
の
確
定
、
見
込
み
に
よ
る
補
正
を
計
上

し
た
も
の
で
す
。

議
案
第
37
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
国
民

　
全
て
の
人
の
人
権
が
尊
重
さ
れ
る
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
た
め
に
、
現
行
の
条

例
を
見
直
し
、
新
た
な
条
例
を
制
定
す
る

も
の
で
す
。

議
案
第
20
号
「
松
茂
町
特
定
乳
児
等
通
園

支
援
事
業
の
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定
め

る
条
例
」

　
国
の
基
準
を
も
と
に
「
事
業
の
運
営
基

準
」
を
定
め
る
も
の
で
す
。

議
案
第
21
号
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法

に
基
づ
く
過
料
に
関
す
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

　
法
に
新
た
に
規
定
さ
れ
た
「
乳
児
等
の

た
め
の
支
援
給
付
に
係
る
違
反
事
項
を
、

過
料
の
対
象
と
す
る
た
め
、
所
要
の
改
正

を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
22
号
「
松
茂
町
家
庭
的
保
育
事
業

等
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準
を
定

め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

議
案
第
23
号
「
松
茂
町
特
定
教
育
・
保
育

施
設
及
び
特
定
地
域
型
保
育
事
業
の
運
営

に
関
す
る
基
準
を
定
め
る
条
例
の
一
部
を

改
正
す
る
条
例
」

議
案
第
24
号
「
松
茂
町
放
課
後
児
童
健
全

育
成
事
業
の
設
備
及
び
運
営
に
関
す
る
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　

こ
の
議
案
３
件
は
、「
児
童
福
祉
法
」

等
の
国
の
基
準
法
令
の
改
正
に
伴
い
、
所

要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
25
号
「
松
茂
町
放
課
後
児
童
ク
ラ

ブ
の
設
置
及
び
管
理
に
関
す
る
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
長
原
児
童
ク
ラ
ブ
を
廃
止
す
る
こ
と
に

伴
い
、
当
該
施
設
を
削
除
す
る
改
正
を
行

う
も
の
で
す
。

議
案
第
26
号
「
松
茂
町
介
護
保
険
条
例
の

一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
令
和
７
年
度
の
税
制
改
正
を
受
け
、「
介

護
保
険
法
施
行
令
」
が
改
正
さ
れ
た
こ
と

に
伴
い
、所
要
の
改
正
を
行
う
も
の
で
す
。

議
案
第
27
号
「
松
茂
町
立
学
校
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

議
案
第
28
号
「
松
茂
町
幼
稚
園
設
置
条
例

の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
」

　
こ
の
議
案
２
件
は
、
長
原
小
学
校
が
令

和
８
年
３
月
末
を
も
っ
て
閉
校
す
る
こ
と

に
伴
い
、
付
設
す
る
長
原
幼
稚
園
も
閉
園

健
康
保
険
特
別
会
計
予
算
」

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

16
億
1
，3
3
5
万
3
千
円
と
す
る
も

の
で
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

ま
し
て
、約
1・０
％
の
減
額
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
減
額
の
主
な
理
由
は
、
被

保
険
者
数
の
減
少
に
加
え
、
前
年
度
は
シ

ス
テ
ム
改
修
に
対
す
る
国
庫
補
助
金
が

あ
っ
た
こ
と
に
伴
う
反
動
減
で
す
。

議
案
第
38
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
介
護

保
険
特
別
会
計
予
算
」

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

12
億
9
，8
5
4
万
1
千
円
と
す
る
も

の
で
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較

し
ま
し
て
、
約
８・
３
％
の
増
額
予
算
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。
増
額
の
主
な
理
由

は
、
高
齢
化
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
増

加
に
伴
う
サ
ー
ビ
ス
受
給
者
の
増
加
に

よ
る
も
の
で
す
。

議
案
第
39
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
後
期

高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
」

　

歳
入
歳
出
予
算
の
総
額
を
そ
れ
ぞ
れ

2
億
8
，2
5
7
万
2
千
円
と
す
る
も

の
で
、
令
和
７
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

ま
し
て
、約
16・7
％
の
増
額
予
算
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。
増
額
の
主
な
理
由
は
、
高

齢
化
に
よ
る
被
保
険
者
数
の
増
加
に
よ
る

も
の
で
す
。

※
主
な
質
疑
応
答

問
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制
度
の
利
用
開

始
の
際
、
最
初
の
面
談
に
時
間
を
と
る

こ
と
が
大
切
だ
と
思
い
ま
す
が
、
予
約

を
と
る
こ
と
を
考
え
て
い
ま
す
か
。

答
シ
ス
テ
ム
を
使
っ
て
予
約
し
て
い

た
だ
く
こ
と
と
な
り
ま
す
の
で
、
時

間
も
充
分
と
れ
る
と
考
え
て
お
り
ま

す
。
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予
算
決
算
特
別
委
員
会

予
算
決
算
特
別
委
員
長

�

　
板
東
　
絹
代

議
案
第
36
号
「
令
和
８
年
度
松
茂
町
一
般

会
計
予
算
」

　
主
な
審
査
の
内
容
に
つ
い
て
、
ご
報
告

い
た
し
ま
す
。

　

新
規
主
要
事
業
に
つ
い
て
は
、「
申
告

書
作
成
支
援
シ
ス
テ
ム
（
書
か
な
い
窓
口

導
入
事
業
）」、「
ラ
イ
フ
デ
ザ
イ
ン
支
援

業
務
」、「
津
波
避
難
計
画
改
定
及
び
南
海

ト
ラ
フ
地
震
臨
時
情
報
に
伴
う
防
災
対
応

方
針
策
定
事
業
」、「
松
茂
町
内
水
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
作
成
事
業
」、「
認
可
外
保
育
施

設
利
用
無
償
化
拡
大
事
業（
０
～
２
歳
児・

課
税
世
帯
）」、「
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
」、「
吉
野
川
下
流
用
水
事
業
負
担
金
」、

「
笹
木
野
ポ
ン
プ
場
№
２
水
中
ポ
ン
プ
更

新
事
業
」、「
図
書
館
シ
ス
テ
ム
等
更
新
事

業
」、「
総
合
体
育
館
空
調
設
置
事
業
」、「
第

二
体
育
館
空
調
設
置
事
業
」
等
が
あ
り
ま

す
。

　
次
に
、
予
算
の
概
要
で
す
。

　
令
和
８
年
度
松
茂
町
一
般
会
計
予
算
の

総
額
は
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
87
億
円
で

前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し
て
11
億
9
，

3
0
0
万
円
、
率
に
し
て
約
15
・
9
％
の

大
幅
な
増
額
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

歳
入
予
算
に
つ
い
て
で
ご
ざ
い
ま
す
が

町
財
政
の
根
幹
を
な
す
「
町
税
」
に
つ
き

ま
し
て
は
、
前
年
度
当
初
予
算
と
比
較
し

て
1
億
3
8
9
万
1
千
円
、
率
に
し
て

約
3・7
％
増
の
29
億
4
，0
4
3
万

1
千
円
で
、
歳
入
予
算
の
約
33
・
8
％
を

占
め
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
賃
上
げ
に

よ
る
個
人
町
民
税
の
伸
び
と
好
調
な
企
業

業
績
に
よ
る
法
人
町
民
税
の
伸
び
な
ど
に

よ
る
も
の
で
す
。

　
ま
た
、「
利
子
割
交
付
金
」
に
つ
き
ま
し

て
も
、
金
利
の
上
昇
に
よ
り
、
前
年
度
比

約
6
0
1・3
％
増
の
1
，3
6
5
万
4�

千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　
「
配
当
割
交
付
金
」
は
、
前
年
度
比
約

46
・
6
％
増
の
3
，5
2
1
万
9
千
円
、

「
株
式
等
譲
渡
所
得
割
交
付
金
」
は
、
前

年
度
比
約
24
・
2
％
増
の
4
，6
5
7
万

6
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。い
ず
れ
も
、

堅
調
な
企
業
業
績
を
反
映
し
た
も
の
で

す
。

　

次
に
、「
環
境
性
能
割
交
付
金
」
は
前

年
度
比
約
94
・
3
％
の
大
幅
減
と
な
る

30
万
9
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
は
、
令
和
８
年
３
月
末
を
も
っ
て
自

動
車
の
環
境
性
能
割
が
廃
止
さ
れ
る
こ
と

に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、「
国
庫
支
出
金
」
は
、
前
年
度

当
初
予
算
と
比
較
し
て
2
億
8
0
8
万

2
千
円
、
率
に
し
て
約
17
・
0
％
増
の

大
幅
増
と
な
る
14
億
3
，3
3
1
万

3
千
円
を
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
、
公
共
施
設
の
空
調
改
修
工
事
に
伴

う
国
庫
補
助
金
が
増
額
と
な
っ
た
こ
と
に

よ
る
も
の
で
、
歳
入
予
算
の
約
16
・
5
％

を
占
め
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、「
財
産
収
入
」
は
、
前
年
度
比

約
76
・
6
％
増
の
1
，5
3
8
万
6
千

円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
金
利
の

上
昇
に
よ
る
基
金
利
子
の
増
額
等
を
見
込

ん
だ
も
の
で
す
。

　

次
に
、「
繰
入
金
」
は
、
前
年
度
比
約

30
・
3
％
増
の
7
億
3
，3
0
4
万

7
千
円
が
計
上
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
こ

れ
は
財
政
調
整
基
金
か
ら
5
億
47
万

2
千
円
を
繰
り
入
れ
た
ほ
か
、
生
活
環

境
整
備
基
金
、
公
共
施
設
更
新
等
準
備
基

金
、
減
債
基
金
等
か
ら
も
、
そ
れ
ぞ
れ
繰

り
入
れ
を
行
う
も
の
で
す
。

　
次
に
、「
諸
収
入
」
に
つ
き
ま
し
て
は
、

前
年
度
比
約
38
・
7
％
減
の
7
，1

�
6
�0�

万
6
千
円
が
計
上
さ
れ
ま
し
た
。
減
少

し
た
要
因
は
、
学
校
給
食
費
の
小
学
校
で

の
無
償
化
と
中
学
校
・
幼
稚
園
で
の
半
額

補
助
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、「
町
債
」
で
は
、
公
共
施
設
の

空
調
改
修
工
事
等
の
実
施
に
伴
い
、
大
幅

に
増
額
し
、
前
年
度
比
約
2
7
0・7
％

増
の
9
億
6
，3
7
0
万
円
が
計
上
さ

れ
て
お
り
ま
す
。小
中
学
校
の
改
修
事
業
、

保
健
相
談
セ
ン
タ
ー
改
修
事
業
な
ど
、
18

件
の
起
債
を
行
う
予
定
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　
こ
の
結
果
、
令
和
８
年
度
の
自
主
財
源

は
、
40
億
1
，4
7
4
万
4
千
円
で
、

歳
入
に
占
め
る
割
合
は
、46・1
％
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　
次
に
、
歳
出
に
つ
き
ま
し
て
、
前
年
度

と
の
比
較
で
、
大
き
な
変
動
が
あ
る
も
の

に
つ
い
て
、
性
質
別
に
ご
説
明
い
た
し
ま

す
。

　

ま
ず
、「
維
持
補
修
費
」
で
、
前
年
度

比
2
，3
3
3
万
8
千
円
、
率
に
し
て

約
18
・
1
％
減
の
1
億
5
3
6
万
4
千

円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
前
年

度
に
第
二
体
育
館
の
屋
根
補
修
を
計
上
し

て
い
た
こ
と
に
よ
る
反
動
減
で
す
。

　

次
に
、「
積
立
金
」
は
、
前
年
度
比
約

4
5
1・1
％
の
大
幅
増
の
7
，0
1
7
万

6
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
の
財
源
と
な
る

「
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
運
行
事
業
基
金
」

8
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へ
の
、
5
，6
6
7
万
8
千
円
の
積
立
金

が
計
上
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
も
の
で
す
。

　

次
に
、「
普
通
建
設
事
業
費
」
で
は
前

年
度
比
9
億
5
，4
6
2
万
円
、
率
に

し
て
約
1
3
6・1
％
の
大
幅
増
の

16
億
5
，5
9
4
万
8
千
円
と
な
っ
て

お
り
ま
す
。
こ
れ
は
、
小
中
学
校
体
育
館

空
調
整
備
工
事
、
喜
来
小
学
校
、
保
健
相

談
セ
ン
タ
ー
、
歴
史
民
俗
資
料
館
、
給
食

セ
ン
タ
ー
等
公
共
施
設
の
空
調
改
修
工

事
、
広
島
ポ
ン
プ
場
の
耐
震
・
耐
津
波
対

策
工
事
等
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
る
も
の

で
す
。

　
ま
た
、
基
金
の
状
況
に
つ
い
て
は
、
令

和
７
年
度
末
に
お
い
て
46
億
4
，8

�
9
�3�

万
円
で
あ
り
、
令
和
８
年
度
に
お
い
て
は

基
金
か
ら
の
繰
入
金
が
7
億
3

�

3

�
0
�4�

万
7
千
円
、
基
金
へ
の
積
立
金
が
7
，

0
1
7
万
6
千
円
予
定
さ
れ
て
お
り
ま

す
こ
と
か
ら
、
令
和
８
年
度
末
の
額
は
、

39
億
8
，6
0
5
万
9
千
円
と
な
る
見

込
み
で
す
。

全
員
協
議
会
報
告

　

令
和
８
年
３
月
６
日
（
金
）、
松

茂
町
役
場
３
階
３
０
１
委
員
会
室

に
お
い
て
、
全
議
員
出
席
の
も
と

町
長
は
じ
め
町
の
担
当
課
職
員
が

出
席
し
、
ま
ち
づ
く
り
に
関
わ
る

重
要
事
項
に
つ
い
て
、
協
議
い
た

し
ま
し
た
。

協
議
事
項

⑴　

�

徳
島
飛
行
場
周
辺
の
第
一
種

区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て

⑵　

�

松
茂
町
内
水
浸
水
想
定
区
域

図
に
つ
い
て

⑶　

�

固
定
資
産
税
前
納
報
奨
金
の

取
扱
い
に
つ
い
て

⑷　

�

松
茂
町
乳
児
等
通
園
支
援
事

業
（
こ
ど
も
誰
で
も
通
園
制

度
）
の
実
施
に
つ
い
て

⑸　

�

新
工
業
団
地
事
業
に
つ
い
て

（
そ
の
２
）

定
例
監
査
結
果
報
告

�

松
茂
町
監
査
委
員
　
日
根
　
啓
一

�

川
田
　
　
修

　

令
和
7
年
4
月
1
日
か
ら
12
月
31
日

ま
で
の
予
算
の
、
財
務
事
務
及
び
そ
の
他

の
事
務
事
業
に
つ
い
て
、
令
和
8
年
1
月

28
日
か
ら
2
月
4
日
の
間
、
定
例
監
査
を

行
い
ま
し
た
。

　
監
査
の
結
果
、
各
課
等
の
財
務
事
務
及

び
そ
の
他
の
事
務
事
業
に
つ
い
て
は
、
適

正
に
執
行
さ
れ
て
い
る
も
の
と
認
め
ら
れ

ま
す
。

　
な
お
、
監
査
結
果
と
所
見
に
つ
い
て
は

次
の
と
お
り
で
す
。

⑴�　
予
算
の
執
行
に
つ
い
て
は
、
概
ね
良

好
に
進
ん
で
い
る
こ
と
を
認
め
ま
す
。

　

�　
歳
入
予
算
に
お
い
て
は
、
国
費
、
県

費
の
補
助
金
等
は
、
年
度
末
交
付
が
多

く
、
そ
れ
ら
に
対
応
す
る
歳
出
が
多
額

に
な
り
、
資
金
繰
り
が
困
難
に
な
る
こ

と
も
考
慮
し
、
十
分
注
意
し
て
執
行
し

て
く
だ
さ
い
。

　

�　
ま
た
、
一
般
会
計
に
お
け
る
町
税
収

入
に
つ
い
て
は
、
前
年
度
に
引
き
続
き

収
納
努
力
が
評
価
で
き
ま
す
。
国
民
健

康
保
険
税
、後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、

介
護
保
険
料
、
給
食
費
、
住
宅
使
用
料

等
の
収
納
に
つ
い
て
は
、
担
当
課
が
連

携
・
協
調
を
図
る
た
め
、
債
務
管
理
委

員
会
等
を
開
催
し
、
滞
納
者
の
情
報
交

換
を
す
る
な
ど
し
て
厳
正
・
的
確
な
滞

納
整
理
に
一
層
の
努
力
が
望
ま
れ
ま
す
。

　

�　
歳
出
予
算
に
お
い
て
は
、
国
や
県
の

補
助
事
業
を
最
大
限
活
用
し
、
さ
ら
に

徹
底
し
た
経
費
節
減
に
取
り
組
ん
で
く

だ
さ
い
。
ま
た
次
の
点
に
つ
い
て
、
確

認
し
、
適
正
な
予
算
執
行
に
取
り
組
ん

で
く
だ
さ
い
。

　
①�　
職
員
の
安
全
対
策
に
つ
い
て
、
各

課
の
業
務
内
容
を
充
分
考
慮
し
、
平

等
な
対
応
が
図
ら
れ
る
よ
う
必
要
な

措
置
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　
②�　
公
用
車
の
取
得
に
つ
い
て
、
購
入

車
両
と
リ
ー
ス
車
両
が
混
在
し
て
い

ま
す
が
、
今
後
取
得
す
る
公
用
車
に

つ
い
て
は
、
車
検
・
修
繕
等
の
維
持

費
や
職
員
の
負
担
を
軽
減
す
る
た
め

に
も
、
優
先
的
な
リ
ー
ス
車
両
の
導

入
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

　
③�　
個
人
情
報
を
外
部
機
関
に
提
供
す

る
場
合
は
、
守
秘
義
務
契
約
を
締
結

す
る
等
、
厳
正
な
取
り
扱
い
が
な
さ

れ
る
よ
う
、
細
心
の
注
意
を
払
っ
て

く
だ
さ
い
。

⑵�　
国
の
事
業
の
見
直
し
や
制
度
改
正
の

対
応
、
ま
た
年
度
末
に
向
け
て
は
、
物

価
高
対
策
や
選
挙
準
備
に
追
わ
れ
、
職

員
は
、
大
き
な
負
担
と
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
も
、事
務
の
効
率
的
運
営
に
努
め
、

住
民
生
活
を
第
一
に
考
え
、
住
み
よ
い

松
茂
町
の
た
め
に
取
り
組
ま
れ
る
よ
う

お
願
い
し
ま
す
。
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諸般の報告

　まず、「組合議会」につきましては、令和
７年３月 25 日に令和７年の定例会を開催し、
令和７年度当初予算、令和５年度の決算認定
及び「松茂町ほか二町競艇事業組合」から「松
茂町ほか二町ボートレース事業組合」への名
称変更に伴う条例改正などを審議いたしまし
た。
　また、令和７年５月 21 日には臨時会を開
催し、組合構成町議会の改選に伴う議長及び
副議長の選挙を行い、議長には板野町の水口
議員、副議長には松茂町の鎌田議員が就任い
たしております。また、監査委員には北島町
の灰田議員が選任されました。
　来る令和８年３月 23 日には、令和８年の
定例会を開催し、２年ごとに更新を行ってお
ります鳴門市への行政事務委託の協議と、令
和８年度当初予算、及び令和６年度の決算認
定などを審議する予定です。
　次に「事業」につきましては、当組合が昭
和 42 年１月に発足して以来、半世紀以上に
わたり、モーターボート競走法に基づく「ボー
トレース事業」を鳴門市と共催し、当組合と
しては１ケ月に２日、年間 24 日レース開催
しているところです。その収益金は、組合を
構成する３町の一般会計に繰り出しすること
により、各町の財源として、大きく貢献をし
てまいりました。
　さて、令和６年度の当組合開催レースの有

料入場人員は、対前年度7.9％減の16,031人、
舟券売上金は、対前年度 4.6％減の 109 億
9,913 万 5,900 円と減少したものの、当組合
への繰出金の率が増加したことにより、経常
利益は対前年度 39.7％増の 4,867 万 2,279
円となっております。
　今年度（令和７年度）も、ボートレース鳴
門の売り上げは好調であり、当組合と鳴門市
の開催分を合わせた総売上高は、１月末日の
時点で、約 766 億円となっております。
　今後も好調な売上げを背景に、鳴門市に対
して繰出金の増額をお願いしているところで
あり、令和８年度からの新たな協定でも率の
改善を協議しているところでございます。
　なお、来る令和８年度につきましては、ボー
トレース鳴門において、「SG グランドチャン
ピオン」「Ｇ１ダイヤモンドカップ」「Ｇ１大
渦大賞」等の大きなレースが実施されますこ
とから、売上げの増加が期待されます。
　このようなことから当組合議会といたしま
しては、今後も管理者、また鳴門市と協力関
係を密にし、ボートレースのさらなる魅力
アップと、新たなファン獲得への取り組みを
進 め て ま い
ります。

松
茂
町
ほ
か
二
町
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
事
業
組
合
議
会

板
野
東
部
消
防
組
合
議
会

　

令
和
７
年
に
お
け
る
板
野
東
部
消
防
組
合
議
会
の
開

催
に
つ
き
ま
し
て
は
、
４
回
開
催
し
て
お
り
、
定
例
会

は
３
月
25
日
、
臨
時
会
は
５
月
21
日
、
９
月
29
日
、
11

月
28
日
で
あ
り
ま
し
た
。

　

次
に
、
令
和
７
年
に
お
け
る
消
防
組
合
管
内
で
の
各

種
出
動
件
数
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
火
災
件
数
は
10
件
あ

り
そ
の
内
、
松
茂
町
に
つ
い
て
は
４
件
、
次
に
、
そ
の

他
災
害
件
数
は
97
件
あ
り
そ
の
内
、
松
茂
町
に
つ
い
て

は
27
件
、
次
に
、
救
助
件
数
は
33
件
あ
り
、
そ
の
内
、

松
茂
町
に
つ
い
て
は
５
件
、
次
に
、
救
急
件
数
は
３
，

３
０
９
件
あ
り
そ
の
内
、
松
茂
町
に
つ
い
て
は
７
７
４

件
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
中
で
も
救
急
件
数
に
つ
き
ま

し
て
は
、
前
年
よ
り
17
件
増
加
し
、
松
茂
町
で
も
前
年

よ
り
71
件
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

次
に
、
予
算
面
で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
令
和
７
年
度
の

板
野
東
部
消
防
組
合
一
般
会
計
当
初
予
算
額
は
、
前
年

に
比
べ
て
、
1
億
4
千
8
0
0
万
５
千
円
増
の

13
億
５
千
2
9
6
万
８
千
円
で
、
主
な
増
額
の
理
由
に

つ
い
て
は
、
給
与
改
正
に
伴
う
人
件
費
増
と
、
高
規
格

救
急
車
、
資
機
材
搬
送
車
、
消
防
団
本
部
の
指
揮
広
報

車
の
更
新
及
び
高
機
能
指
令
セ
ン
タ
ー
の
部
分
改
修
に

要
す
る
費
用
で
あ
り
ま
す
。

　

な
お
、
構
成
町
分
担
金
の
合
計
金
額
は
、
12
億
１
千

９
９
１
万
5
千
円
で
あ
り
、
常
備
消
防
費
に
お
け
る
松

茂
町
に
係
る
分
担
比
率
は
24
・
１
％
、
北
島
町
は
31
・

43
％
、
藍
住
町
は
44
・
47
％
で
、
こ
れ
に
消
防
団
費
等

の
非
常
備
消
防
費
を
加
え
た
本
町
の
分
担
金
総
額
は
、

３
億
４
万
９
千
円
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。
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諸般の報告

　まず最初に、育成センター組合議会について報告
します。定例会として年２回、12 月と３月に開催し、
提出された議案については慎重審議の上、全てにお
いて可決しております。また、昨年 11 月には議員
視察研修として、大阪府の交野女子学院、寝屋川市
役所危機管理部監察課を訪問しました。『交野女子
学院』は、14 歳以上 20 歳未満の女子を収容する施
設として、基本的な対人関係スキルや自己表現の方
法を学び、円滑に社会適応できる力を身につけるた
めの矯正教育が実施されていること、『寝屋川市役
所危機管理部監察課』では、教育的な指導による人
間関係の再構築を目的とした教育的アプローチと、
いじめを人権問題と捉え、被害者と加害者の概念を
用い、いじめを即時に停止させる行政的アプローチ
を確立させることによって、いじめの早期解決と抑
止を図られており、いじめゼロに向けた新しいアプ
ローチの仕方について学ぶことができました。
　次に、育成センター組合の事業について報告します。
●第１に「街頭補導活動」です。
　午前、午後、夜間街頭補導等を年間約 440 回実
施しております。管内小中学校校区を中心に、登下
校時間帯の子どもたちの安心安全のため、防犯パト
ロールに努めております。
●第２に「不審者対応」です。
　不審者情報を受理した際には、関係機関へ情報提
供するとともに発生場所を中心に巡回しています。
また、管内小学校内や児童館等には「地域安全パト
ロール中」と記したのぼり旗を設置し、注意喚起を
図っています。
●第３に「健全育成活動」です。
　中学生を対象にした「リーダー養成研修会」では、
徳島県内で活躍している大学生や社会人をお呼びし
て、自身の失敗談から学んだこと、今の自分の気持

ちに向き合うことで、未来を切り拓いていけること
などを話していただきました。また、話を聞いた中
学生にはグループごとに意見交換や感想等を発表し
てもらいました。
●第４は、「有害環境浄化活動」です。
　管内２カ所に設置されている「白いポスト」によ
り有害図書類の回収を行っております。
　また、小学生・中学生を対象としたインターネッ
ト利用についてのアンケート調査では、小中学生の
スマホ等の所持率がそれぞれ７割・９割と増加して
おり、それに伴う SNS 利用による友人間のトラブ
ル等が危惧されます。また、闇バイトについての質
問を追加したところ、小中学生とも誘われた経験が
あるとの回答が少数ありました。子どもたちが被害
者にも加害者にもならないために、ネットリテラ
シーなど予防措置の習得が必要になってくると感じ
ています。
●第５は、「広報・啓発活動」です。
　広報啓発として、育成センターの取り組みを紹介
している「こうほう」の発行や、他センターと共同
作成している夏休み・冬休み用リーフレットを管内
全ての幼・小・中に配付しているところです。
　また、「松茂・北島子ども・若者総合相談センター」
として様々な悩みを抱える子ども・若者の相談窓口
となるべく不登校・ひきこもり・ニート等の問題の
解決に向けた取り組みを実施しています。新年度よ
り、委嘱しているユースサポーターの方々とともに、
子どもの居場所づくりとして、放課後の学習面のケ
アや心身のサポートにも重点を置いて活動していき
たいと考えています。
　地域の方々や関係機関等と連携しながら、子ども
たちが豊かな心を育み、日々成長できるよう支援し
ていきたいと思います。

■
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
議
会
■

　
令
和
７
年
８
月
６
日
と
本
年
２
月
13
日
に
、
徳
島
県
国
保
会
館
に
お

い
て
、
定
例
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

８
月
の
定
例
会
に
お
い
て
は
、
令
和
７
年
度
特
別
会
計
の
補
正
予
算

や
令
和
６
年
度
の
決
算
認
定
な
ど
予
算
関
連
議
案
が
３
件
、「
徳
島
県

後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
育
児
休
業
等
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案
が
２
件
、
副
広
域
連
合
長
及
び
監

査
委
員
の
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
議
案
が
２
件
、
計
７
議
案
が
上
程
さ

れ
、
慎
重
な
審
議
の
結
果
、
い
ず
れ
も
原
案
の
と
お
り
可
決
・
認
定
・

承
認
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
代
表
監
査
委
員
か
ら
、
令
和
６
年
度
決
算
審
査
の
結
果
報
告

が
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

２
月
の
定
例
会
に
お
い
て
は
、「
令
和
８
年
度
徳
島
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
一
般
会
計
予
算
」
の
総
額
を
、
歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ

1
億
6
，5
8
3
万
円
と
定
め
、「
令
和
８
年
度
徳
島
県
後
期
高
齢
者

医
療
広
域
連
合
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
予
算
」
の
総
額
を
、
歳
入

歳
出
そ
れ
ぞ
れ
1
，4
7
2
億
2
，5
6
8
万
1
千
円
と
定
め
る
こ

と
と
し
た
当
初
予
算
案
が
２
件
、
令
和
７
年
度
特
別
会
計
の
補
正
予
算

案
が
１
件
、「
徳
島
県
後
期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合
職
員
の
給
与
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て
」
な
ど
条
例
議
案
が
２
件
、
副
広
域

連
合
長
及
び
監
査
委
員
選
任
に
つ
い
て
の
人
事
議
案
が
２
件
、
計
７
議

案
が
上
程
さ
れ
、
す
べ
て
原
案
ど
お
り
可
決
・
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　
少
子
・
高
齢
化
の
進
行
等
に
よ
り
、
我
が
国
の
社
会
保
障
制
度
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
ま
す
ま
す
厳
し
さ
を
増
し
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
は
、
持
続
可
能
な
社
会
保
障
制
度
を
構
築
す
る
た
め
、

高
額
療
養
費
制
度
の
段
階
的
見
直
し
等
が
議
論
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

広
域
連
合
と
し
ま
し
て
は
、
高
齢
者
の
皆
さ
ま
が
健
康
を
維
持
し
、

社
会
の
担
い
手
と
し
て
長
く
活
躍
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
よ
う
、
引
き

続
き
、
市
町
村
や
関
係
機
関
と
連
携
し
、
高
齢
者
の
保
健
事
業
と
介
護

予
防
の
一
体
的
実
施
な
ど
の
施
策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

板野東部青少年育成センター組合議会
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編
集
後
記

　
暑
い
と
感
じ
る
日
が
多
く
な
っ
て

き
ま
し
た
。
４
月
に
気
象
庁
が
「
酷

暑
日
（
40
℃
以
上
の
日
）」
を
定
め

ま
し
た
が
、
そ
う
呼
ば
れ
る
日
が
、

な
る
べ
く
少
な
い
と
い
い
で
す
ね
。

　
表
紙
の
写
真
は
、
３
月
に
閉
校
と

な
っ
た
「
長
原
小
学
校
閉
校
式
」
の

様
子
で
す
。
こ
の
日
、
長
原
小
学
校

は
、
1
2
5
年
の
長
い
歴
史
の
幕

を
下
ろ
し
ま
し
た
が
、
閉
校
式
に
集

ま
っ
た
多
く
の
人
を
見
て
、
地
域
に

親
し
ま
れ
て
い
た
学
校
だ
っ
た
と
い

う
こ
と
を
、
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。

　
「
議
会
だ
よ
り
」
も
、
地
域
に
親

し
ま
れ
る
紙
面
を
目
指
し
、
令
和
８

年
度
か
ら
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し

た
。
今
後
も
、
読
み
や
す
く
、
分
か

り
や
す
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
す
。�

（
寛
）

広
報
特
別
委
員
会

　
委
員
長
　
川
端
　
　
順

　
副
委
員
長
　
金
森
恵
美
子

　
委
　
　
員
　
川
田
　
　
修

　
委
　
　
員
　
村
田
　
　
茂

　
委
　
　
員
　
鎌
田
　
寛
司

　
委
　
　
員
　
尾
野
　
浩
士

　令和８年２月 21 日（土）、町部局が実施する「松
茂町総合防災図上訓練」に合わせて、「松茂町議
会災害対策対応指針」に基づいて、議会として、
有事の際を想定した訓練を行いました。
　当日は、９時に議長・副議長が議会事務局に集ま
り、各議員は、自宅で被災した想定で、自宅から避
難所までの課題や危険箇所の連絡とともに、安否に
ついての連絡をするといった訓練を行いました。

　令和８年２月 26 日、徳島県自治会館におい
て「自治功労者・町村議会表彰式」が開催され
ました。本町からは佐藤道昭議員が町議会議員
として 15 年以上在職し功労があった者として、
全国町村議会議長会から表彰されました。

自治功労者・自治功労者・
町村議会表彰式町村議会表彰式

　令和８年４月 14 日、徳島県議会議事堂
において、県・市・町村議会の代表が集い、
町村議会議長会からは、佐藤議長が会長と
して出席しました。会議では、令和７年度
の事業の報告と令和８年度の事業計画の確
認、３団体が連携して国等への要望活動等
を行う旨の合意がなされました。

令和８年度
県議会・市議会議長会・

町村議会議長会連絡調整会議

佐藤道昭議員佐藤道昭議員

防災図上訓練を
行いました！

特定施設周辺整備調整交付金
について防衛省へ要望

　防衛省から 2027 年度中にも「特定防衛施
設周辺整備調整交付金」が打ち切られるとの
一報を受け、令和８年４月８日、冨士町長と
ともに防衛省を訪問し、今後も交付金を継続
されたい旨の要望をして参りました。当日は、
山口俊一衆議院議員、中西祐介参議院議員に
も同行いただきました。町長からは交付金の
これまでの活用状況と町民への有効利用がな
されている旨を伝え、私からは「町民の皆様
には自衛隊の存在は十分に認知されており、
今後も同様のお付き合いが期待できる」と伝
え、要望書を提出しました。� （佐藤）

山口俊一
衆議院議員

冨士雅章
町長

中西祐介
参議院議員

佐藤道昭
議長

若林洋平
防衛省政務官
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